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６
月
２８
日
、
伊
田
の
黒
潮
消
防
署
で

黒
潮
町
消
防
団
夏
季
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
全
体
で
礼
式
訓
練
を
行
っ

た
後
、
３
班
に
分
か
れ
、
普
通
救
命
講

習
、
情
報
収
集
伝
達
訓
練
、
災
害
図
上

訓
練
Ｄ
Ｉ
Ｇ
の
３
種
類
の
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
礼
式
訓
練
で
は
、
黒
潮
消
防
署
員
の

指
導
の
下
、
消
防
団
員
と
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
員
が
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

特
に
、
新
入
団
員
に
は
、
黒
潮
消
防
署

員
が
入
念
に
礼
式
の
基
本
動
作
を
指
導

し
、
団
員
の
心
も
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
情
報
収
集

伝
達
訓
練
で
は
、
消
防
学
校
の
教
官
を

お
招
き
し
て
、
建
物
火
災
を
想
定
し
た

訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｉ
Ｇ
訓
練
は
、
高
知
県
西
部
に
震

度
７
強
の
地
震
が
発
生
し
た
と
仮
定
し

て
、
そ
の
時
の
消
防
団
員
・
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
員
の
動
き
を
確
認
す
る
と
い
う

内
容
で
す
。
他
に
も
、
地
域
の
中
で
意

見
を
出
し
合
い
、
避
難
誘
導
サ
イ
ン
の

設
置
希
望
箇
所
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
こ
の
Ｄ
Ｉ
Ｇ
を
す
る
と
、
地
域
の
特

性
が
分
か
り
ま
す
。
例
え
ば
、
災
害
時

に
必
要
な
備
蓄
物
資
や
資
機
材
な
ど
が

ど
こ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
の

情
報
が
明
確
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
模

擬
的
に
災
害
を
起
こ
す
こ
と
で
、
地
震

や
風
水
害
な
ど
の
災
害
そ
の
も
の
の
性

質
が
見
え
て
き
ま
す
。
訓
練
の
結
果
を

普
段
か
ら
の
対
策
や
備
え
に
反
映
が
で

き
る
こ
と
が
、
Ｄ
Ｉ
Ｇ
の
主
な
利
点
で

す
。

●
訓
練
ま
と
め

　
被
災
後
７２
時
間
を
過
ぎ
る
と
、
人
の

生
存
率
は
大
き
く
下
が
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
南
海
地
震
の
後
は
自
分
の
動
け

る
時
間
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
が
、
家

族
、
ま
た
地
域
住
民
の
生
死
を
分
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
次
に
起
き
る
地
震
が
ど
れ
ほ
ど
の
も

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
規
模

の
地
震
が
起
き
て
も
１
人
の
犠
牲
者
も

出
さ
な
い
町
と
な
る
よ
う
、
町
民
全
員

で
災
害
に
屈
す
る
こ
と
の
な
い
町
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

黒
潮
町
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防
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災害図上訓練DIG開会式

普通救命講習情報収集伝達訓練
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６
月
７
日
、
高
知
県
総
合
防
災
訓
練

が
高
知
新
港
で
行
わ
れ
、
黒
潮
町
か
ら

は
黒
潮
町
消
防
団
幹
部
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
中
部
が
開
催
場
所
で
視
察
が

主
と
な
り
ま
し
た
が
、
消
防
団
の
ほ
か
、

消
防
署
や
警
察
、
自
衛
隊
、
日
本
赤
十

字
社
、
電
力
会
社
や
通
信
事
業
会
社
な

ど
、
多
く
の
機
関
が
連
係
し
た
大
規
模

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
南
海
地
震
が
発
生
し

た
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
、
家
屋
や

車
両
か
ら
の
救
出
訓
練
、
ト
リ
ア
ー
ジ

（
優
先
度
を
付
け
た
救
護
方
法
）の
実
施
、

救
護
所
運
営
、
情
報
伝
達
訓
練
や
水
防

訓
練
な
ど
、
普
段
は
で
き
な
い
実
践
的

な
訓
練
を
、
関
係
各
機
関
が
連
係
し
て

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
会
場
で
は
、
地
域
防
災
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
、
関
係

者
の
ほ
か
、
子
ど
も
か
ら
年
配
の
方
ま

で
、
幅
広
い
年
齢
の
方
々
が
楽
し
く
防

災
を
学
び
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
消
防
団
と
し
て
も
、
改
め
て

各
機
関
の
連
携
や
災
害
対
策
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

高
知
県
総
合
防
災
訓
練

8月30日（日）は「地域のみんなで自主防災訓練」です
　今年も南海トラフ地震を想定した防災訓練を県内統一で行います。黒潮町は各地域の避難訓練
や安否確認訓練を中心に、住民の皆さんと、役場、消防団、消防署が合同で防災訓練を実施します。

▽訓練参加の際は以下のことを心がけましょう
・「自分の安全確保」「家族の安否確認」「近所の方の避難誘導」など“身近なテーマ”を持つ
・訓練して足りなかったことやおかしいことを見直す（反省点を次回に活かす）
・何よりもまず“参加する”
　非常時には普段当たり前にできることもできなくなります。ましてや限られた時間の中で適切
な避難や救助をするとなると、さらに困難な状況となります。
　自分のために、また、助けたい身近な人のために、訓練しておくことが“そのとき”への大切な備
えです。備えることの必要性を理解し、防災訓練に積極的に参加しましょう。

火災が発生した建物からの救出訓練負傷者に対する救急搬送訓練

　
６
月
１６
日
、
黒
潮
町
と
黒
潮
町
商
工

会
が
、
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
活

動
や
情
報
収
集
の
実
施
に
関
す
る
協
定

を
締
結
。
災
害
発
生
時
に
、
町
が
商
工

会
会
員
に
、
商
工
業
施
設
な
ど
の
被
害

調
査
や
応
急
対
策
活
動
、
応
急
生
活
物

資
の
調
達
な
ど
を
要
請
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
１９
日
に
は
、
黒
潮
町
と

町
内
の
郵
便
局
お
よ
び
土
佐
中
村
郵
便

局
の
間
で
、
地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時

に
必
要
な
対
応
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た

め
の
協
定
書
を
手
交
。
災
害
時
に
、
車

両
の
提
供
、
避
難
所
開
設
状
況
や
避
難

先
リ
ス
ト
の
情
報
交
換
、
郵
便
業
務
の

災
害
特
別
事
務
取
扱
な
ど
に
つ
い
て
定

め
て
い
ま
す
。

商
工
会
・
郵
便
局
と

災
害
時
協
力
協
定
締
結

上
・
黒
潮
町
商
工
会
の
小
笠
原
武
会
長
と
。

下
・
大
方
郵
便
局
の
夕
部
泰
洋
局
長
と
。


